
彙

報

第

一
三
回
総
会
お
よ
び
研
究
集
会

木
簡
学
会
第

一
二
回
総
会
と
研
究
集
会
は
、　
一
九
九
〇
年

一
二
月

一
日
、
二

酢
の
両
日
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
資
料
館
講
堂
に
お
い
て
、
会

員
約

一
五
〇
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
に
は
、
平
城
京
跡
東
二
坊
坊

間
路
西
側
濤
出
土
木
簡
、
長
屋
王
邸
宅
跡
出
土
木
筒
、
藤
原
官
跡

・
山
田
道
跡

・
山
田
寺
跡
出
土
木
簡

（以
上
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所
）
、
長
岡
京
跡
出
土
木
簡

（京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
ケ
ト
）
、
上
荒
屋
遺
跡
出
土
木
簡
（金
沢
市
教
育

委
員
会
Ｘ

斗
西
遺
跡
出
土
木
簡

（能
登
川
町
赦
育
委
員
会
）
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

◇

一
二
月

一
日

（土
）
（午
後

一
時
を
五
時
）

第

一
二
回
総
会

（議
長
　
坪
井
清
足
氏
）

平
野
邦
雄
会
長
の
開
会
の
挨
拶
の
後
、
議
長
に
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
坪

井
清
足
氏
を
選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
¨

会
務
報
告

（鬼
頭
清
明
委
員
）

今
年
度
の
新
入
会
員
は
二

一
名
、　
一
方
退
会
者
は
四
名
で
、
会
員
数
は
昨
年

よ
り

一
七
名
増
の
二
七
四
名
、
う
ち
海
外
の
会
員
が
三
名
含
ま
れ
る
旨
報
告
が

あ
っ
た
。
会
員
数
の
問
題
に
つ
い
て
は
ぃ
会
員
が
三
〇
〇
名
近
く
に
ま
で
増
加

し
た
た
め
、
従
前
の
運
営
方
法
で
は
限
界
に
近
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
の
認

識
が
示
さ
れ
、
早
急
に
検
討
を
加
え
、
明
確
な
方
針
を
打
ち
た
て
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

編
集
報
告

（東
野
治
之
委
員
）

『
木
簡
研
究
』
第

一
二
号
編
集
担
当
の
東
野
治
之
委
員
よ
り
、
編
集
の
経
過

及
び
頒
価
を
前
号
と
同
じ
く
三
八
〇
〇
円

（送
料
四
〇
〇
円
）
と
し
た
旨
報
告

が
あ
っ
た
。

会
計
報
告

（綾
村
宏
委
員
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

一
九
八
九
年
度
の
収
支
報
告
の
後
、
日
中
稔
監
事
よ
り
、
長
山
泰
孝
監
事
と

と
も
に
収
支
内
容
を
監
査
し
た
結
果
、
会
計
執
行
が
適
正
に
行
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。

一
〇
周
年
記
念
出
版
に
つ
い
て

（鬼
頭
清
明
委
員
）

一
〇
周
年
記
念
出
版
図
書
の

『
日
本
古
代
木
筒
選
』

（岩
波
書
店
刊
）
の
内

容
、
編
集
の
経
過

・
編
集
経
費
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

以
上
の
案
件
に
つ
い
て
、
討
議
が
行
な
わ
れ
、
議
案
は
承
認
さ
れ
た
。

役
員
改
選
に
つ
い
て

（鬼
頭
清
明
委
員
）

次
期

（
一
九
九

一
・
九
二
年
度
）
委
員
及
び
監
事
に
つ
い
て
、
鬼
頭
清
明
委

員
よ
り
推
挙
が
あ
り
、
拍
手
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。
新
委
員
及
び
監
事
は
別
表

（二
二
五
頁
参
照
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

研
究
集
会

　

（司
会
　
狩
野
久
氏
）

上
荒
屋
遺
跡
の
発
掘
調
査
概
要
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
西
昌
志
氏



．横
江
荘
を
中
心
と
す
る

北
陸
の
初
期
荘
園
遺
跡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
出
越
茂
和
氏

上
荒
屋
遺
跡
の
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
川
　
南
氏

二
条
大
路
木
簡
と
古
代
の
食
料
品
貢
進
制
度
　
　
　
　
　
　
樋
口
知
志
氏

小
西
≡
出
越

・
平
川
氏
の
報
告
は
、
北
陸
の
古
代
初
期
荘
園
の
実
態
に
せ
ま

る
注
目
す
べ
き
木
簡
の
出
上
し
た
、
上
荒
屋
遺
跡
に
関
す
る
報
告
で
、
小
西
氏

の
報
告
で
は
考
古
学
の
面
か
ら
遺
構
の
概
要
と
墨
書
土
器
に
つ
い
て
、
出
越
氏

の
報
告
で
は
発
掘
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
北
陸
の
初
期
荘
園
遺
跡
の
全

体
像
に
っ
い
て
、
平
川
氏
の
報
告
で
は
出
土
木
簡
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ

っ
た
。
そ
の
概
要
は
本
号
に
も
掲
載
で
き
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

樋
口
氏
の
報
告
は
い
二
条
大
路
木
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
、
飛
躍
的
な
増
加
を

み
た
荷
札
木
簡
に
よ
っ
て
、
古
代
の
食
料
品
貢
進
制
度
の
再
検
討
を
行
な
っ
た

も
の
で
、
そ
の
内
容
は
本
号
に
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◇

一
二
月
二
日

（日
）
（午
前
九
時
三
〇
分
を
午
後
三
時
）

研
究
集
会

（司
会
　
加
藤
優
氏

・
八
木
充
氏
）

」
九
九
〇
年
全
国
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
野
和
己
氏

平
城
京
東
二
坊
坊
間
路
西
側
濤
出
上
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
寺
崎
保
広
氏

鴻
鱚
館
跡
の
調
査
と
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
尾
　
学
氏

館
野
氏
の
報
告
は
、　
一
九
九
〇
年
に
全
国
で
木
筒
が
出
上
し
た
四
四
の
遺
跡

に
つ
い
て
、
木
筒
出
土
遺
構
と
木
簡
の
概
要
を
説
明
し
た
も
の
で
、
そ
の
多
く

は
本
号
に
掲
載
で
き
た
。

寺
崎
氏
の
報
告
は
、
長
屋
王
邸
及
び
そ
の
北
の
東
院
南
方
遺
跡
の
東
側
を
走

る
東
二
坊
坊
間
路
西
側
濤
出
土
の
木
筒
の
概
要
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
既
に
前
号
に
報
告
が
あ
る
。

折
尾
氏
の
報
告
で
は
、　
一
九
八
七
年
度
以
来
継
続
し
て
調
査
が
進
め
ら
れ
、

遺
構
の
面
で
も
、
ま
た
木
簡
の
出
土
の
面
で
も‥
大
き
な
成
果
を
得
て
い
る
鴻
鱚

館
跡
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
、
概
要
の
説
明
が
あ

っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
本
号

に
掲
載
す
る
と
と
が
で
き
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

年
後
か
ら
は
（
二
辟
間
の
報
告
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
疑
討
論
が
行
な
わ
れ
、

総
括
討
議
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。
最
後
に
、
大
庭
脩
副
会
長
か
ら
閉
会
の
挨
拶

が
あ
り
、
参
加
者

へ
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

委
員
会
報
告

◇

一
九
九
〇
年

一
二
月

一
日

（土
）
　
　
　
於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

総
会
に
先
だ
っ
て
、
会
務
報
告
、
『木
簡
研
究
』
第

一
二
号
の
編
集
報
告
、

一
九
九
〇
年
度
の
会
計
中
間
報
告
、
総
会

・
研
究
集
会
の
運
営
な
ど
に
つ
い
て

検
討
を
行
な
っ
た
。　
一
〇
周
年
記
念
出
版

『
日
本
古
代
木
簡
選
』
の
編
集
経
過

な
ど
に
つ
い
て
も
報
告
が
あ

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

◇

一
九
九
〇
年

一
二
月

一
日

（上
）
　

　

於
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

総
会
後
、
新
委
員

。
監
事
に
よ
っ
て
、　
一
九
九

一
・
九
二
年
度
役
員
の
互
選

を
行
な
い
、
狩
野
久
氏
を
会
長
に
、
早
川
庄
八
氏
と
町
田
章
氏
を
副
会
長
に
選

出
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・



報

◇

一
九
九

一
年
五
月
二
〇
日

（月
）
　
　
　
於
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

新
入
会
員
の
承
認
、　
一
九
九
〇
年
度
の
会
計
報
告
、
『
木
簡
研
究
』

第

一
三

号
の
編
集
計
画
、
第

一
三
回
大
会
の
日
程

・
内
容
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

一
九
八
八
年
以
来
幹
事
を
委
嘱
し
て
き
た
、
村
上
隆
氏
の
幹
事
退
任
が
認
め

ら
れ
た
。
ま
た
、
同
日
、　
一
九
九
〇
年
度
の
会
計
監
査
も
行
な
わ
れ
た
。

◇

一
九
九

一
年

一
一
月

一
日

（金
）
　
　
　
於
奈
良
目
立
文
化
財
研
究
所

新
入
会
員
の
承
認
、

一
九
九

一
年
度
の
会
計
中
間
報
告
、
『
木
簡
研
究
』
第

一
三
号
の
編
集
状
況
、
第

一
三
回
総
会

・
研
究
集
会
の
日
程
と
内
容
に
つ
い
て

検
討
を
行
な
っ
た
。

会
計
中
間
報
告
で
は
、　
一
九
九

一
年
七
月
三
〇
日
に
逝
去
さ
れ
た
当
学
会
前

監
事
田
中
稔
氏
の
ご
遺
族
よ
り
、
木
簡
学
会
宛
に
五
〇
万
円
の
寄
付
が
あ

っ
た

旨
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
会
員
問
題
に
つ
い
て
、　
一
九
九

一
年
九
月
二

一
日

（土
）
、
会
長

・

副
会
長
を
含
め
委
員
と
幹
事
計

一
二
人
で

「木
簡
学
会
会
員
問
題
に
つ
い
て
の

意
見
交
換
会
」
を
開
い
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
会
員
増
加
問
題

へ
の
と
り
く
み
、

今
後
の
学
会
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ
た
。

木
簡
学
会
役
員

（
一
九
九

一
・
九
二
年
度
）

会

長

副
会
長

委

員

狩
野
　
　
久

早
川
　
庄
八

綾
村
　
　
宏

鬼
頭
　
清
明

館
野
　
和
己

原
　
秀
二
郎

山
中
　
敏
史

笹
出

晴
生

鷺
森
　
浩
幸

寺
崎
　
保
広

橋
本
　
義
則

吉
川
　
真
司

町
田
　
　
章

石
上
　
英

一

栄
原
永
遠
男

東
野
　
治
之

平
川
　
　
南

吉
田

　

孝

八
木
　
　
充

清
水
　
み
き

土
橋
　
　
誠

本
郷
　
真
紹

渡
辺
　
晃
宏

幹 監

事 事

鎌
田
　
一万
一

佐
藤
　
宗
諄

永
田
　
英
正

松
下
　
正
司

和
田
　
　
率

鈴
木
　
ユ昼
一

西
山
　
良
平

森
　
　
公
章
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